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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 57,129 77.3 4,806 ― 12,999 288.6 11,368 877.8

2021年3月期 32,217 △27.0 △493 ― 3,344 244.1 1,162 85.9

（注）包括利益 2022年3月期　　13,921百万円 （285.9％） 2021年3月期　　3,607百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 582.93 ― 15.5 15.7 8.4

2021年3月期 59.61 ― 1.8 4.6 △1.5

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 6,483百万円 2021年3月期 3,539百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 89,852 80,153 88.9 4,095.12

2021年3月期 75,484 67,014 88.4 3,421.84

（参考） 自己資本 2022年3月期 79,866百万円 2021年3月期 66,737百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 7,857 △2,909 △785 26,631

2021年3月期 5,829 △1,781 △102 22,286

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00 390 33.6 0.6

2022年3月期 ― 20.00 ― 155.00 175.00 3,412 30.0 4.7

2023年3月期(予想) ― 0.00 ― 50.00 50.00 27.8

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,164 4.4 735 △22.8 2,101 △47.4 1,856 △45.5 95.17

通期 50,210 △12.1 925 △80.8 3,844 △70.4 3,513 △69.1 180.13



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 19,577,071 株 2021年3月期 19,577,071 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 74,341 株 2021年3月期 73,791 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 19,503,002 株 2021年3月期 19,503,962 株

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 56,527 78.9 4,766 ― 12,783 290.6 11,159 948.7

2021年3月期 31,601 △27.3 △526 ― 3,272 456.6 1,064 37.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 572.17 ―

2021年3月期 54.56 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 75,797 66,325 87.5 3,400.85

2021年3月期 61,930 53,978 87.2 2,767.66

（参考） 自己資本 2022年3月期 66,325百万円 2021年3月期 53,978百万円

(個別業績と前期実績値との差異の理由)

主に、ニッケル事業の主需要先であるステンレス業界は、経済活動の正常化へ向けた動きに伴い需要は持ち直しており、生産設備等の稼働は概ね堅調で、当
社適用ＬＭＥニッケル価格は高水準で推移したことにより、売上高、営業利益は増収増益となりました。経常利益については、増収増益に加え、主に持分法適用
関連会社からの受取配当金及び外国為替相場が円安であったことによる為替差益の計上により増益となり、当期純利益においても特別損失へ減損損失等を
計上しましたが増益となりました。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料５ページ「１．経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。


